




















































































































































































































































D3+、D2－、D2+、D1－、D1+ と D カテゴリー
で 6段階、さらに C3－、C3+、C2－、C2+、C1－、






　表 1に 4月から翌 2月までの全 4回の英国数 3
科目を総合した基礎力診断テスト結果の分布を示
す。4月に基礎力診断テストを受験している生徒
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クは全部で 15 段階ある。そこで D3−に 1、D3＋
に 2、D2−に 3…B2 に 14、B1 に 1 というスコア
を当てる。ランクが上がるにしたがって得点は高
くなるようにする。例えば、4 月に D3−であった
生徒が 7 月に D1＋の評価となれば、この生徒の










 4 月から 7 月にかけての変化はどうか。それが
表 2 に示してある。ランクに変化がなかった生徒
は全体 59 人中の 26 人（44.1%）であることがわ
かる。つまり、半分近くの生徒のランクに 3 ヶ月
で変化はなかったということが言える。ただ、−1
が 7 人（11.9%）、−2 が 3 人（5.1%）である一方、
＋1 が 10 人（16.9%）、＋2 が 6 人（10.2%）とな
る。より上位のランクに移った生徒は 22 人で、
より低位のランクに移った生徒数 11 人を大幅に
超えることがわかる。ここからは 4 月から 7 月に
かけて、基礎診断テストの評価に関しては、生徒
の成績は全体として伸びているということが言え
る。次に 7 月から 12 月にかけての変化をみてみ
る。ランクに変化がなかった生徒は 25 人で全体
の 41.7%である。ランクが低位に行こうした学生
は、−1 が 12 人（20.0%）、−2 が 6 人（10.0%）と
4 月から 7 月かけての推移と比較すると明らかに
割合が増加している。一方で、＋1が5人（5.0%）、









クは全部で 15段階ある。そこで D3－に 1、D3

















1が 7人（11.9%）、－ 2が 3人（5.1%）である一方、
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る。加重平均の水準は、4月から7月の推移が0.47








表 2 テスト実施回毎にみる個人評価の変化 
  
 









＋9 が 1 人、＋7 が 2 人と大きくランクを上げた
ものもいる。 
A 高校 2 年生全体の動きをまとめると、次のこ
とが言える。4 月から 7 月にかけて、基礎診断テ
ストの評価水準は若干上昇したが、7 月から 12
月にかけては、上昇したのと同じ程度低下した。
しかし、12 月から翌 2 月にかけては大幅に上昇し
ており、4 月からの変化としてみれば、表 2 で示
すように 4 月から 12 月は差分得点の加重平均は
-0.05 であるが、4 月から2 月までの期間でみた場
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に入る。 
 図 4 は、対人基礎力の変化と基礎診断テストの
変化を同時に見たものである。横軸にとった対人







図 4 対人基礎力成長と学力の伸び 
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 ただ、ここには 2 つのグループがあるように考
えられる。すなわち識別番号 63、25、31、14 を
先頭集団として、69、1、6 と後に続く一つの集団





いる教員へ ヒアリング よっ 2 つの集団を
分ける要素を特定する作業を待つことになる。 
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ク指標を作成することも可能となるだろう。
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　The purpose of this study is to examine how 
career education aﬀects students' academic 
ability and, in the ﬁrst place, whether career 
education contributes to the improvement 
of academic ability. Therefore, in this paper, 
they analyze the self-evaluation of students 
who have undergone career education and the 
results of basic academic ability of students in 
a in a low-ranked and career diversiﬁed high 
school private school (A-High School) in a local 
city.
　As a result, the following points become 
clear. The ﬁrst is that the basic academic 
ability of A- High School students is on 
the rise. Second, among the students' self-
assessment, the students who showed a 
higher level of self-assessment showed higher 
academic achievement. Third, among students' 
self-evaluation, there is a certain correlation 
with respect to the plan improvement 
ability growth, but not as strong as the basic 
ability against self. Fourth, there is no clear 
correlation between students' self-assessment 
and interpersonal basic skills.
　From the above, career education conducted 
at A-High School has a certain relationship 
with improving students' academic ability, 
and in particular, there is a strong relationship 
between the increase in basic skills and 
improvement in academic ability. This is the 
conclusion of this study.
SAKAI Osamu
ENDO Noyuri
Analysis of the relationship between career education 
and academic achievement from the evaluation of 
rubric and scholastic ability at a local school
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